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岐阜県公共図書館協議会活動報告 

 
加盟館職員のスキルアップのための研修事

業として、館長研修会と職員研究集会を開催し

た。 

５月２０日に開催した館長研修会では、「電

子書籍と公共図書館」をテーマとし、柴田昌樹

氏（国立国会図書館関西館主任司書）を講師に

迎えてご講義をいただいた。日本における電子

書籍の状況、図書館での導入事例などをご紹介

いただき、公共図書館での対応案もお示しいた

だいた。講義後、参加者が地区別に分かれ、電

子書籍の導入、資料の電子化に向けた課題など

を情報交換した。 

職員研究集会は、「知の地域づくりのための

計画と実践」をテーマに、１０月７日に高山市

図書館を会場に開催した。薬袋秀樹氏（筑波大

学大学院教授）を助言者に迎え、県内の６図書

館（岐阜市、各務原市、大垣市、美濃加茂市、

恵那市、高山市）からそれぞれ先進的な取組み

について事例発表をいただいた。薬袋氏から

は、知の地域づくりのために今後図書館に求め

られるものとして、部局連携、地域連携、社会

教育との連携、司書の生産性の向上、子どもの

読書活動推進のための学校との連携などのキ

ーワードが示された。 

 各地区協議会では、先進図書館の視察や講師

を招いての研修事業も実施され、職員が研鑽を

積むと同時に、地区内図書館間の情報交流の場 

としても活用された。 

相互協力委員会では「相互貸借条件一覧」の

項目の見直しを行い、東海北陸ブロック各県の

一覧書式の統一に向け、原案を作成した。 

 

●県内公共図書館の動向 

 岐阜市では新図書館を含む複合施設の建設

計画が進行している。市民の公募により、複合

施設の愛称が「みんなの森 ぎふメディアコス

モス」に決まり、２４年度中の着工、２６年度

中の開館を目指して、準備が進められている。 

 中津川市では新図書館建設計画が進められ、

７月に全国公募による新図書館長が着任、１０

月に着工されたが、平成２４年１月に就任した

新市長が建設の中止を表明した。 

 各務原市では「本の街かかみがはら」を推進

するため、小さなお子さんからファミリー、シ

ニア、若者まで、みんなが楽しめる「本」をテ

ーマにした様々なイベントを開催した。 

 飛騨市では、公募による新図書館長が８月に

着任した。 

 

●岐阜県図書館について 

平成２３年度「岐阜県図書館改革アクション

プラン」に基づき、「岐阜県図書館協力ハンド

ブック」の作成に着手するなど、県全体の図書

館サービスの向上を目指した。 

 

（岐阜県公共図書館協議会事務局） 



  岐阜県大学図書館協議会活動報告 

 
 平成２３年度，岐阜県大学図書館協議会とし

て次の活動を行った。 
○運営委員会（７月７日〈木〉岐阜大学） 
○総会（７月２６日〈火〉岐阜聖徳学園大学） 
○研修会（９月３０日〈金〉浜松市立城北図書

館及び中京大学名古屋図書館の施設見学） 
 
 ２３年度の総会は，当番大学の岐阜聖徳学園

大学を会場とし、会務報告の後、以下の項目に

ついて協議した。 
（１）平成２２年度決算について 
（２）平成２３年度予算（案）について 
（３）平成２３年度岐阜県大学図書館協議会研

修会（案）について 
（４）岐阜県図書館・岐阜大学図書館研修会の

後援について 
（５）その他 
①岐阜県大学図書館協議会の活動について 
 協議終了後、電子ジャーナル価格高騰への対

応、災害時における危機管理、図書館職員の人

事政策課題，書庫の狭隘化対策、大学図書館の

将来、東日本大震災に係る図書館の貢献活動等

について情報交換を行った。 
 
 研修会は、各図書館共通の課題の一つである

書庫の狭隘化対策の一環として、近年自動化書

庫を設置した浜松市立城北図書館及び中京大学

名古屋図書館の施設見学を行い、９会員館及び

岐阜市立図書館から合計２０名の図書館職員が

参加した。 
 浜松市立城北図書館では、自動化書庫の稼働

現場で，図書のコンテナ輸送の様子や図書の保

管・利用状況等が確認できる管理システム等を

見学し、稼働状況等について詳細な説明を受け

た。 
 中京大学名古屋図書館では、浜松市立城北図

書館と同様に、自動化書庫の稼働現場で同書庫

を利用した図書の取り出し・返却作業等につい

て詳細な説明を受け、貴重書庫での資料保存の

取組や蔵書を紹介いただいたほか、ライブラリ

ーサービスセンターで様々な資料の配架・陳列

の状況等を見学した。 
 今回の研修で、自動化書庫に対する理解を一

層深めることができたほか、実地見学を通して

他館の様々なサービスをより分かり易い形で学

ぶことができた。今後も大学図書館が学習や教

育活動の支援等を担っていくために、これらの

取組を参考として、サービスの更なる充実・強

化を図りたい。 
 （岐阜県大学図書館協議会事務局） 

 

 

岐阜県学校図書館協議会の研修と活動 
 
岐阜県学校図書館協議会では、下記のように

学校図書館の充実発展を図るための研究会や研

修会と、児童生徒の読書の振興を図るための各

種コンクールを行っている。 

☆研究会、研修会 

（１）第１回研究会及び代表者会 

（５月３０日岐阜市教育研究所） 

 活動計画、予算、研究大会の計画などの協議

や連絡をすると共に、県教育委員会学校支援課

課長補佐 鈴木彰先生より「学校図書館教育の

充実に向けて」という題で講話をいただいた。

県下各地区から理事や代表者が集い、子どもの

読書や図書館教育の推進について共通理解を図

ることができた。 

 

 



（２）第３５回東海地区学校図書館研究大会（大

垣大会）開催 

（８月４日～５日 岐阜経済大学、他） 

 １日目は、全国学校図書館協議会理事（青山

学院女子短期大学教授）の堀川照代氏が、「学校

図書館の現状と課題」について報告された。次

に、児童文学作家のあまんきみこ氏による記念

講演が行われた。「作品について語りましょう」

という演題で、校長先生との会話形式で進めら

れた。あまん氏の人柄が表れる、心温まる話が

聞けた。また、今の子どもたちへのメッセージ

もいただけた。最後の朗読では、胸をうつもの

があり、ホール全体が感動に包まれた。２日目

は、小、中、高校がそれぞれ読書センター、学

習・情報センターの２分科会に分かれ、実践報

告がなされるとともに活発な研究協議が行われ

た。また、特設部会として、大垣市立星和中学

校、安八町立牧小学校の図書館視察、大垣市立

図書館の方やどんぐり文庫主宰者の読み聞かせ

やブックトークが行われた。この２日間、東海

４県を中心に８００名近い方々に参加していた

だき、熱心に協議していただいた。大会を通し

て、図書館教育の大切さを感じ、実践されてい

る仲間が情報を交換・共有し、次への意欲がも

てたのではないかと思う。 
（３）第２回研究会及び代表者会 

（２月２１日 中濃総合庁舎） 

研究会や各種コンクールの報告を行った。ま

た、本年度学校図書館教育優秀賞受賞校の中で、

本巣市立一色小学校、白川町立白川小学校の２

校に図書館教育の実践発表をしていただいた。

この場で図書館経営について具体的に学ぶこと

ができた。 

☆各種コンクール 

（１）図書館だよりコンクール(高等学校のみ) 

（２）読書感想文コンクール（小学校、中学校、

高等学校、在学勤労青少年） 

（３）読書感想画コンクール（小学校、中学校、

高等学校） 

（４）図書館利用作文コンクール（小学校、中

学校） 

 それぞれに多数の参加があり、すばらしい作

品が集まった。今後もこうした事業を通して、

読書活動等がますます豊かに発展することを願

っている。 

（岐阜県学校図書館協議会事務局） 
 
 

図書館活動研究大会報告 

 

◆大会テーマ 

「広報戦略の実践へ！」 

◆大会目的 

図書館の広報ベタや広報への認識不足は、も

うずいぶん前から指摘されてきたが、よい広報

戦略をなかなか生み出せず、いまだ広報に関し

ては停滞が続いているのが図書館界の実情では

ないだろうか。そこで今年度は「広報戦略の実

践へ！」をテーマに、たのしく学んで、考えて、

そしてその成果を各館での実践に移し、今度こ

そ図書館の広報を新しいステージに引き上げる

ことを目的として今大会を開催した。 

◆講演会 

 「図書館ブランディング「超」入門 

－自己アピールのための広報戦略－」 

講師：仁上幸治 氏 

（帝京大学総合教育センター准教授） 

○講演会の感想 

・わかりやすく、自分もぜひやってみたい！と

思わせられました。 

・広報と云う業務について、自分が誤解してい

た所が修正できました。 



・図書館職員に足りない視点がたくさんあり、

他のスタッフにも伝えたいと思いました。 

・ブランディングやアピールって面白いものな

んだな、と思いました。やってみたくなりまし

た。 

 

※なお、講演資料は岐阜県図書館ホームページに

掲載しています。  

http://www.library.pref.gifu.lg.jp/dantai/ 

kenkyu23.htm 

 

◆発表  

「カーリルを図書館広報に活かす」 

発表者：吉本龍司 氏（ｶｰﾘﾙ ｴﾝｼﾞﾆｱ） 

 黒田知範 氏（ｶｰﾘﾙ ﾃﾞｻﾞｲﾅｰ）ナー） 

○発表の感想 

・カーリル開発の舞台裏を伺って、図書館の広

報展開の方法の参考になると思いました。 

・若い人の発想、デザイナー、クリエイターの

方の斬新な考えを聞くことができてよかった。 

 

◆ワークショップ 

 「図書館の広報はなぜ伝わらないのか？」 

○ワークショップの感想 

・他館の具体的な悩みなどを聞けてよかったで

す。 

・他館の良い点を吸収、悩みを共有できたこと

がよかった。 

（岐阜県図書館協会事務局） 

 
 
 
 
 
 
 

平成２３年度事業報告 
 

１ 図書館活動研究大会（55人参加） 
平成２４年２月３日（金）岐阜県図書館 

 

２ 図書館なんでも相談（初任者研修） 

  平成２３年６月１５日（水）美濃加茂市生

涯学習センター 

３ 図書館実務講習会 

岐阜県大学図書館協議会研修会 
平成２３年９月３０日（金）（20人参加） 
浜松市立城北図書館及び中京大学名古屋図

書館（施設見学） 
４ 連携事例視察（18人参加） 

  平成２４年２月１６日（木） 

  浜松市立城北図書館 

５ 資料発行 

「会報」（４０号）    平成２４年３月 
６ 会議 

理事会         ６月２２日（水） 
相互協力部会 第１回  ７月２７日（水） 

第２回 １２月１３日（火） 
７ その他 

  図書館年鑑の斡旋販売 ８部 
 

（岐阜県図書館協会事務局） 
 
 
 
 


